
 

  

 

 ブログでも福寿園の日々の様子をお伝えしています。コチラから⇒ http://www.fukujyukai.jp  

撮りたてアルバム 初笑い お笑い演芸会の皆さんを迎えて 

皆さんの夢、叶えます！ 初参り法要 

みんなの笑顔 豆まきでの笑顔 

施設長通信 いつでも・どこでも・誰にでも思いやりと支える心を 
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１月１５日（水） 

園には、日頃から、たくさんのゲストが訪れて

くださいます。 

今回、来てくださったのは、「お笑い演芸会」の

皆様です。 

お笑い演芸会は、もともと代表を務める梶井様

が介護施設に入所するお母様を元気づけよう

と人形を作り始めたのをきっかけに結成さ 

れたそうです。この日はマジックショーや大

道芸、歌など盛沢山な内容で、楽しませてく

ださいました。 

入居者の皆様は、「初笑いをさせてもらった。

今年は楽しい 1年になりそう。」と、とても喜

んでいらっしゃいました。お笑い演芸会の皆

様、ありがとうございました。是非また来て

くださいね。    （文責：二ツ木） 

  

 

 



 

 

  
 

園のホールには、開設当初から大きな仏壇が置かれて

います。入居者の皆様の中には、この仏壇に手を合わ

せることを日課とされている方もいます。 

また、園としても彼岸供養や、報恩講、物故者法要な

ど、皆様と一緒にお参りする機会を多く設けていま

す。この日は、新年の初参りとして白山市鶴来にあり

ます西乗寺の清沢住職をお迎えし、法要を行っていた

だきました。 

入居者の皆様が、住職の法話に熱心に耳を傾けていら

っしゃる姿を見るにつけ、改めて、このような機会を

持つことの大切さを感じました。 

これからも入居者の皆様のご自宅での習慣や、慣習を              

継続していただけるように、努めていきたいと思いま

す。               （文責：野村） 

今月も、入居者の方の素晴らしい笑顔

をご紹介します。 

２月３日、節分のこの日、鬼に扮した

職員が各フロアをまわりました。 

入居者の皆様は鬼が現れると、用意し

てあった小袋入りの「甘納豆」を、鬼

めがけて投げつけます。鬼に気を使っ

て、優しく投げる方もいれば、渾身の

力で投げつける方もいて、入居者様の

日ごろ見られない表情が沢山見られた

時間でもありました。 

この写真は、豆まきを終えた後、鬼と

仲良く撮った写真です。 

とても楽しそうな表情を拝見するにつ

け、早くも「福」が訪れたようです

ね。園では、これからも入居者様の笑

顔が見られるような行事をたくさん実

施していきます。  （文責：吉川） 

皆さんの夢、叶えます！ 
 

み ん な の 笑 顔 
 豆 ま き で の 笑 顔 

 

初参り法要 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別養護老人ホーム福寿園 

〒924－0836 

石川県白山市山島台四丁目 100 番地 

ＴＥＬ 076-276-3545 ＦＡＸ 076-276-3759 

ＨＰアドレス http://www.fukujyukai.jp 

Ｅ－ｍａｉｌ  fukujyu@po.incl.ne.jp 

 

福寿会の理念 

「福祉の心を社会のために」 

私達は施設を利用される方の個人の尊厳を保持 

し、日々充実した生活を送られるよう支援します。 

施 設 長 通 信 美 味 し い 献 立 

３ 月 の 予 定 

２日 （月） 単館映画福寿座（Ａ・白山） 14：00 

５日 （木） 喫茶ゆめ 14：00 

１３日 （金） 白山ひめ神社参拝 10：00 

１７日 （火） 交流カフェ一福 13：30 

１８日 （水） 彼岸供養 10：30 

〃 〃 ほがらか酒場 18：00 

２４日 （火） 美味しい魚の日 昼食 

２６日 （木） ベーカリーふくふく 昼食 

３１日 （火） 加野みちるバレエスクール 14：00 
 

フロア 手作りおやつ 活動日 

Ａ 26 日（木） 午後 20 日（金） 未定 14：30 

Ｂ 17 日（火） 午後 13 日（金） ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 14：00 

手取 12 日（木） 午後 25 日（水） ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ 14：00 

加賀 30 日（月） 午後 13 日（金） ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 14：00 

白山 25 日（水） 午後 23 日（月） カラオケ 14：00 

行事へのご家族の皆様のご参加をお待ちしています。 

 

節分の恵方巻き 

節分のこの日、園では昼食に恵方巻を提供さ

せていただきました。他のメニューも、すべ

て「豆」つながりです。 

昆布の恵方巻、江戸っ子煮、豆腐の澄まし汁、

あんみつ、そして、豆まきで使った小袋入り

の甘納豆です。 

福寿園の令和元年のスローガン 

「いつでも・どこでも・ 

誰にでも思いやりと支える心を」  

「チームケア」「多職種協働」これは私達の職種にと

って不可欠なことだということは、誰もが承知して

いることだと思っていますが、改めておさらいする

と、利用者に自立支援に向けたケア、その先には

QOLの向上と、極めて重要性があるものとして認識

しなければなりません。そのときには医療、介護、

栄養とそれぞれが専門性を発揮して「誰にとって」

の部分を忘れずに連携をとらなければならないと思

っています。しかしながらそれぞれが専門性を発揮

するがゆえに起きる摩擦もあります。あればあるほ

ど、それぞれが自分の専門性に責任をもって対応し

ている証と把握しますが、その時にその「誰にとっ

て」をどこかに忘れてきているとせっかくのチーム

ケアが本末転倒になってしまいます。意見を交わす

ときには根拠に基づききちんと主張できること、そ

れをいったん受容してから、自分の専門性を根拠を

もって説明し、相違があるときは更なる根拠をもっ

て主張するが決して感情的にならずに利用者様、ご

家族の代弁者として発言、連携に努めなければなら

ないと思っています。多職種連携がうまくいかない

原因は主にそのへんのところがあげられるのではな

いでしょうか。普段から職場内コミュニケーション

を充実させ、人間的な部分においても信頼できる関

係性を保つことは必要となります。そんな時にいつ

も心の中でつぶやいてほしいのが今年度のスローガ

ン「いつでも・どこでも・誰にでも思いやりと支え

る心を」です。福寿園の職員はそれぞれがそれぞれ

の職域で精いっぱい利用者様のケアに努めておりま

す。そのうえであえてミッションを掲げるのであれ

ば自立支援介護を実践するにおいては多職種協働に

真摯に取り組み、一貫したサービスの提供です。そ

のようなプロ集団でありたいと思っていますので、

ご利用者の皆様にも安心しておまかせいただきたい

です。これからもご期待に応えられるよう前進しよ

うと職員共々心ひとつにしていきます。 

（文責：施設長 端 久美） 

 


